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＜パートナーシップ＞
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☐

☑
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☑

三側面
（分野に☑）

安心安全な農産物の提供を継続して行った。
エコファーマーが廃止となったため、2023年実績での評価と
なった。

くまもとグリーン農業の推進
2023年　約60％

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年活動実績　20回

地域資源を積極的に利用し、地産地消を進めます。直売所（ファー
マーズマーケット）で安心安全な新鮮農産物を提供していきます。

出荷者へくまもとグリーン農業の推進
を行います。
2021年　約５０％
2024年　　７０％を目指します。

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

農家から出る農業用廃プラ・廃ビニー
ル類及び廃棄農薬の回収を行ってい
きます。また、地域への周知も行い不
法投棄削減を目指します。

各地区で回収に取り組み目標を達成した。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2021年6回実施予定
2024年10回実施目標

前期の指標に対する実績

食農教育へ取り組みます。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

社会経済活動が平常へ戻ったため目標以上の活動が出来た。

食と農を支える組織として、持続可能な農林漁業を目指すため漁業組合・森林組合と合同連絡協議会を発足し地域・
行政と連携した農業の活性化に貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

集荷実績
　　2022年　　903ｔ
　　2023年　1,075ｔ

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

環境に配慮し営農活動の奨励と適正な回収・処理を推進します。

社会

経済

環境
所有建物の照明をＬＤＥ照明へ変更することでＣＯ2削減による

地球温暖化防止に取り組みます。

2024年度　40％
2025年度　40％
2026年度　20％

社会

経済
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場
合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3年
後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」
をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

次世代へ繋ぐ食育・食農活動に継続して取り組みます。
2024年実施回数　２０回
2027年実施回数　25回

社会

経済

環境
ＪＡ鹿本でのＳＤＧｓへの取り組みを広報を通して地域へ発信し、
理解促進に努めます。

毎月1回の広報誌発行
各地区だよりを年６回以上発行

事業者名 　鹿　本　農　業　協　同　組　合

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

継続して、地域とともに総合事業を展開してまいります。
営農と生活を守るため、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の実現に引き続き取り組みます。ま
た、地域住民の生活のインフラとしての役割も担っていきます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


